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 以上のプロセスを経て、新中国時代における天安門広場の構成が固まるのは 1958〜59 年である。1958 年の北
戴河会議を終えた中共幹部らは、翌年の建国十周年に合わせて、首都の「中心点」である天安門広場の改造計画
の決定を指示した。計画立案の作業には全国から有力建築家が集められて総動員体制で当たったが、決定的な役
割を果たしたのは毛沢東と周恩来である。広場を 880×500 メートルの長方形プランとすること、そして広場東
西に全国人民代表大会のための建物（人民大会堂）と革命歴史博物館を配置することは、毛沢東の意見によって
決定された。さらに、周恩来の指示により、以上の広場東西の新建築は天安門や人民英雄紀念碑のデザインと調
和すべく、抑制された折衷様式になることが決まった。こうして、新中国時代における天安門広場の基本的構成
が完成した。構建設工事は急ピッチで進められ、建国十周年（1959年）の国慶節では広場北半分が完成した。そ
して基本的構成は継承されつつ、毛主席紀念堂が完成する1977年に全容の整備が完了した。	 
	 
	 「第７章	 結論」では、本論各章の分析をつうじて明らかになった天安門広場の歴史的変遷を「コンテクス
ト」「シンボル」「アクティビティ」という三つの概念カテゴリーに分類して再検討することで、各時代の特徴と
その変化をより明確化した。	 
	 「コンテクスト」は、ある空間的広がりがより大きな領域のなかでどのように位置づいているかを検討する概
念カテゴリーである。天安門広場で言えば、周辺領域とどのような関係性を取り結ぶのかが検討される。この観
点から捉え直してみると、20世紀前半における天安門広場の歴史は、より開放的に、より広い領域のなかに位置
づけられていくプロセスであると言える。明清両代においては、紫禁城・皇城にのみ接続される「禁地」だった
天安門広場は、辛亥革命を経て、周辺に広がる内城領域（東西長安街など）と地続きになる開放性を獲得した。
さらに、従来の東・西・南の三門にくわえて新たに通用門も設置されてその開放性は増し、北京内城の交通要衝
へと変貌を遂げた。日本の制圧後に作成された「北京マスタープラン」では、東西郊外と北京城を一直線につな
ぐ東西軸上に位置づけられた。これにより、天安門広場の交通要衝としての性格は、城内から郊外までを含むよ
うに拡張を果たした。そして新中国時代に入れば、モスクワと「赤の広場」をモデルとするソ連チームの主導に
よって、天安門広場は新首都・北京の都市発展を司る中心点となり、膨張する都市領域を秩序づける放射路と環
状路の焦点に位置づけられた。	 
	 「シンボル」は、ある空間的広がりが固有性を帯びるために附加される意味や象徴を検討する概念カテゴリー
である。辛亥革命以後、天安門広場にはさまざまなシンボルが附加されている。北京政府による国慶節慶祝の仮
設牌楼、国民党による国父（孫中山）の肖像画や銅像、蒋介石の肖像画、そして日本傀儡政権による日本のプロ
パガンダ・メッセージや「反共救国紀念塔」などである。これらは、各時期の北京の統治主体がその存在を正当
化し、その存在を市民に知らしめるために設置された。天安門広場にこうしたシンボルが集中的に設置されたの
は、この空間が北京城中心部に立地する交通要衝であるために多くの市民の目に触れ得ること、そしてシンボル
を設置するに最適な正面性をもつ天安門があることに要因が求められるだろう。新中国時代には、天安門広場に
対するより根本的なシンボル的操作がくわえられた。天安門に毛沢東肖像画が掛けられるのはそれ以前の作法の
踏襲にすぎない。重要であるのは、人民英雄記念碑と国章である。「無名戦士の碑」というナショナリズムの起動
装置である紀念碑が立地することで、天安門広場は動かしがたい特権的地位を獲得したし、文字どおり国家のシ
ンボルである国章のメインモチーフに採用されたことで、天安門も同じく新中国において比肩するもののない重
要な意味を得た。中華民国時代の天安門広場では、それが交通要衝であることを理由にシンボルが附加された
、、、、、
の
だが、新中国時代には天安門と天安門広場という空間的広がりそれ自体がシンボル化した
、、、、、、、、、、、、
のだと言える。	 
	 「アクティビティ」は、ある空間的広がりが人びとにどのように使われるのかを検討する概念カテゴリーであ
る。辛亥革命後に一般開放されてから、中華民国時代から新中国時代まで、天安門広場にはさまざまな使われ方
が現れた。交通要衝としての市民の通行や天安門前の文物の見学にはじまり、「国民哀悼会」や袁世凱の「天安門
閲兵式」といった儀礼的使用、「五・四運動」に代表される民衆のデモ活動や国民党の動員集会での政治的舞台と
しての使用、罹災民の一時滞在や市民の喧嘩場としての使用、そして新中国政府による観兵式や人民群衆パレー
ド…。このように多種多様なアクティビティが現れる天安門広場の状況は、基本的には利用法を王朝関連の儀礼
に限定していた明清両代とは鋭く対比される。これらのアクティビティに対立軸を見出そうとしたとき、天安門
城楼を使うか否かという点が注目される。演説者（主催者）とその他参加者（聴衆）のあいだに一体感を生むこ
とが求められれば、地表から30メートル以上の高みにある天安門城楼は使用されず、広場上（金水橋前）に簡易
的な演説台が仮設された。逆に、両者に距離感を生じさせようと思えば、城楼はおあつらえ向きの「主席台」（演
説台）となる。デモ活動や動員集会では前者の形式が、新中国建国セレモニーに代表される統治者主導の官製イ
ベントでは後者の形式が好まれた。	 
	 
	 以上のとおり、本研究では、清代末期から新中国初期までを対象に、天安門広場で生じた動態の特徴とその変
遷プロセスを明らかにした。従来の天安門広場論においては、20世紀前半の事象については中共の公式歴史観が
自明の前提化することで明らかにされていない点が多く、しばしば新中国時代における大規模改造や国家的イベ
ントのみが特権的に重視される傾向が見られた。本研究では、こうした視点を退けるため、いま一度、当時発行
されていた新聞などの文献史料を横断的かつ丁寧に見返し、忘れ去られた天安門広場の「近代」の「記憶」を掘
り起こした。そして「五・四運動」に代表されるデモ活動中における天安門広場の使われ方や、国民党による動
員集会や国父シンボリズムの展開、あるいは日本による「反共救国紀念塔」やプロパガンダ・メッセージの設置
など、中共＝現代中国の公式歴史観には集約され得ない天安門広場の近代の多様なる実態を明るみに出すことが
できた。	 
